
History

バミューダで開催されたAAUの
取締役会にてコーネリアス・ヴァ
ンダー・スターが引退を表明、
モーリス・グリーンバーグを後継
者に指名

1968
AAUが歴史的なネオルネッサン
ス様式の North China Daily 
Newsビルに本社を開設

1927
創業者のコーネリアス・ヴァン
ダー・スターが上海でAmerican 
A s i a t i c  Unde rw r i t e r s
（AAU）を設立

1919
スター保険会社日本支店
営業開始

2012

ニューヨーク・ヤンキースとの
公式提携の記念にグリーン
バーグの刺繍ネーム入りユニ
フォームを受領

2018
創業100周年

2019
ニューヨーク・ヤンキースの公式パートナーとなり、
STARR INSURANCEの社名がユニフォームに入る。
パートナー名がユニフォームに入るのはこれが初めて

2023

STJ-CN023

TEL：03-6478-6363（代）　FAX：03-6478-6390　　

■関西支店
〒530-0001 大阪府大阪市北区梅田2丁目2-2

　ヒルトンプラザウエストオフィスタワー18階
日本支店のHP： https://www.starrcompanies.jp

■東京本社
〒101-0065 東京都千代田区西神田3丁目8-1
千代田ファーストビル東館4階

Worldwide Network
■営業拠点

2025年7月1日現在
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A.M. Best社による評価

“A” (EXCELLENT)
収入保険料

約1兆8,660億円
総資産

約6兆4,449億円
・スター・インデムニティ・アンド・ライアビリティ・カンパニーは、A.M. Best 社により財務力格付（FSR）「Ａ」、及び長期発行体信用格付(Long-Term ICR)「a+」と評価されています。（2024年12月31日現在）

・収入保険料および総資産はスター・インシュアランス・カンパニーズ全体の2024年12月31日現在の数字です。また1US＄を156.81円で換算しています。



主要取扱商品

日本企業の国内外での事業拡大、高まる訴訟リスクや世界的な自然災害の深刻化に伴い、引受キャパシティ不足が
懸念されている昨今、企業分野で豊富な引受実績と専門性を有するスター保険会社への期待が高まっています。
私共は、グローバルビジネスで培ったノウハウとネットワークをフルに活用し、日本企業のビジネスへ積極的にキャパ
シティをご提供してまいります。

専門家によるグローバルのネットワークを活用し、適切な質の高いサービスをご提供します。

事故発生
リスクの低減

経験豊かな
エンジニア達

Win-winの
関係構築

エンジニアリング・サービス（企業向け火災保険、建設工事保険等、プロジェクト・カーゴ）
ロス・コントロール・サービス（プロジェクト・カーゴ）

［カスタムメイド可能な保険］

特定プロジェクトへの引受体制

国内外の豊富な経験と実績に基づき、プロジェクトごとのニーズに応じた最適な補償をご提供します。
 ・企業向け火災保険、建設工事保険等　 ・プロジェクト・カーゴ　 ・請負賠償責任保険
 ・特定プロジェクト業務過誤賠償責任保険（SPPI）

保険商品の詳細につきましては、取扱代理店または弊社までお問い合せください。また、ご契約に際しては、パンフレット、保険商品についての
重要な情報を記載した重要事項説明書および保険約款・特約を必ず事前にご確認ください。

テクニカル・リスク保険

企業向け火災保険
企業向け地震保険
機械保険
建設工事保険

土木工事保険
組立保険
土木構造物保険

ファイナンシャル保険

会社役員賠償責任保険（D＆O保険）
雇用慣行賠償責任特約（EPLI）

業務過誤賠償責任保険（PI保険）

サイバー保険（エクセスのみ）

新種保険

一般賠償責任保険（企業用）
Commercial General Liability （英文商業用賠償責任保険）
Excess Follow Liability （エクセス賠償責任保険）

貨物海上保険

国内物流総合保険
外航貨物海上保険
（プロジェクト・カーゴ, Stock Throughput）




